
［成果情報名］複数年にわたる農業体験学習がもたらす教育的効果

［要約］同一児童の作文内容の経年変化をみると、複数年にわたる農業体験学習において

は、社会性の効果が高学年で顕著に発現し、作物の形状変化や感覚への刺激を通じて作物

の成長や作柄を実感する効果が毎年どの学年でも発現している。
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［背景・ねらい］

小学校における農業体験学習は、各学年６～８割の割合で実施され、特定の学年に限ら

れた活動ではない。もし学校側が意図すれば、同一児童が複数年にわたって活動すること

が可能である。複数年にわたる活動を実践している事例を調査し、複数年の体験で新たに

発現したり、毎年変わらず発現する教育的効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．調査事例の大阪市立 N 小学校は、毎年、全校児童が野菜の栽培活動をおこなってい

る。特に二学期には、なにわの伝統野菜「田辺大根」を毎年栽培する。2003 年度に入

学した全児童 50 数名に対し、３年生から６年生までの４年間、大根の収穫後に栽培活

動を振り返った作文調査をおこなう。作文から係り受け関係にある単語の組み合わせを

取り出し、複数年における出現パターンに着目して、約 8,000 組の係り受けを「新規出

現型」「毎年出現型」「翌年消滅型」の３つの型に分類する（図１）。

２．新規出現型は、ある年の作文にはなく、その次の年に新たに出現した係り受けである。

たとえば過去３年間になく６年生の時だけに出現した場合、約 1,700 組ある。この型の

中には、同じ作物を同じ栽培法でおこなうという複数年の活動が累積されたことで、新

たに発現した効果を示す係り受けが含まれる。そのような係り受けからソシオグラムを

作成し、主な単語同士を線に沿って文章化すると、班長として「大変だ」が、下級生の

「面倒」を見て思いやるという社会性の効果が発現している（図２左上）。

３．毎年出現型は、ある年の係り受けがその次の年にも出現する係り受けである。たとえ

ば４年間連続して出現した場合、約 400 組ある。同じ係り受けが連続することは、複数

年同じような活動をしても、その都度、同じような興味関心が更新されることを示す。

この型は毎年変わらず発現する効果であり、ソシオグラムは作物を表す単語を中心とし

た放射状となり、作物の成長への驚き、栽培作業を示す単語が多い（図２右下）。

４．主要な教育的効果との関連をみると、新規出現型は、共に栽培する他者を認める効果

や集団活動に満足する効果が該当し、高学年において社会性が顕著に発現する。毎年出

現型は、全学年において大根の成長を実感する効果や感覚への刺激を通じて作柄を実感

する効果が該当し、６）～７）の効果は既往研究で指摘がなかった効果である（表）。

［成果の活用面・留意点］

１．翌年消滅型とは、次の年に消滅した係り受けであり、その原因として児童の成長に伴

い興味・関心が消失した等が考えられる。

２．新規出現型には、教育的効果以外に年度特有の気象や行事の記述も多数含まれる。

３．この調査は、同一児童集団の作文の経年変化を追跡する縦断（パネル）調査法である。
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図２ 係り受け関係にある単語同士のソシオグラム（型別）

注：１）１つの円は１つの単語。

２）線で結ばれた単語と単語

は係り受け関係。

３）５人（約１割）以上の係

り受けを表示。
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② 毎年出現型 の一部
◆３年生から６年生まで４年間連続◆

主要な教育的効果 新規出現型 毎年出現型

１）作物や他者のいのちや価値を認め、大切にする効果 15% 17%

２）作物や他者との相互作用から、感情が豊かになる効果

３）作物や他者に対して好意をもって行動する効果

４）栽培を通じ、活動を遂行する能力を身につける効果

５）作物や集団の成長から満ち足りた気持ちが持続する効果 30%

６）作物の長短・大小・形状のできぐあいを認識する効果

７）栽培活動から目や舌などの感覚が刺激される効果 33%

８）作物の成長や環境の変化の善し悪しを判断する効果 17% 30%

表 「新規出現型」「毎年出現型」で発現する教育的効果
注：
１）１）～５）は、既往研究、

児童作文、教師の感想文３
者で単語の意味分類が一致
する効果。

２）６）～８）は、児童と教
師の２者で一致する効果。

３）１）～８）の効果を特定

する方法は、「近畿中国四
国農研農業経営研究」第16
号、1-10頁を参照。

４）円の大きさは、各効果の
係り受け件数÷作文を書い
た児童数の数値に比例した
面積比。

139%


